
磐田市における
児童生徒支援連携の構想
専門性を生かしたチームでの支援の充実を図る



＜不登校児童生徒について＞

【支援体制】
・「つながり・かかわりプラン」の推進
・校内教育支援センター設置(中学校全校,単独で設置している小学校10校,拠点・巡回校６校)
・校外教育支援センター設置（あすなろ１，２、第３の校外教育支援センター）
・SSWの配置（家庭支援、関係機関との連携、児童生徒面談、ケース会議でのアセスメント等）

小学校 中学校



＜不登校児童生徒について＞



＜特別支援学級児童生徒について＞



＜外国にルーツをもつ児童生徒について＞
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外国籍児童生徒数の推移

【支援体制】
・初期支援教室（NIJI及びサテライト２校） アドバイザーによる初期支援プログラムの作成
・取り出し指導（加配教員）
・入り込み支援（JSLサポーター、外国人児童生徒支援員）
・通訳、翻訳（外国人児童生徒相談員）



誰一人取り残さない多様性を包摂する学校づくり



地域・行政・学校で支える支援

未然防止対策
(SEL等)
誰一人取り残さない教育の推進

地域：支援と協力

行政：基盤と環境整備

学校：直接的な支援

支援の対象(個別のニーズ)

つながりかかわり
プラン

魅力ある
学校づくり 個別の指導・

支援計画の作成

特性にあった
支援の充実

通級指導教
室担当の育成

外国籍支援体制の
確立に向けた計画策定

就学支援・移行支援
の充実

学校内外居場所づくり
の推進

相談体制の充実
訪問支援(アウトリーチ)

教職員研修
の充実

他課・外部機関
との連携

地域の先輩の
経験を知る

地域ボランティア

コミュニティ・スクール
自治会等との協力

民生児童委員
の見守り

PTAとの
連携

不登校傾向の
ある子

日本の生活に適応
できない外国人

発達に課題を
持つ子

健康面で配慮が
必要な子



現状について
＜移行支援＞
・環境が変わることへの支援（集団、個別）が大切

→支援の必要な児童生徒への支援が切れてしまう
未然防止につながる情報共有が必要

＜家庭支援＞
・学校だけでは難しい

→学校の家庭訪問は登校刺激になると捉えられ、つながりにくい
福祉面の情報が足りないため、家庭の安定材料が提供できない

＜相談支援＞
・つながりやすい相談窓口

（相談窓口が多くあることで、どこかにつながることができる）
＜外国にルーツをもつ児童生徒支援＞
・「母語支援」「保護者支援・啓発」の充実（進路情報の早期提供、日本教育への理解等）
・就学前からの支援の連携（幼保課等）※未就園児等の状況等を把握



＜移行支援について＞

「点」の引継ぎから「面」の並走へ 未然防止策

「共同で責任をもつ期間」を設けることで、支援の断絶を防ぎ、環境の変化による問題に対応できる。

就学前期 小学校 中学校 自立期
・事前の情報共有
（５歳児健診、就園調査、発達
支援センター情報会議等）

・就学支援等の情報共有
・こ幼保小連絡会の充実
・学校サポート（巡回）の充実
・育成指導主事やSSW等の巡回
支援

・カルテの活用方法検討会議

・事前の情報共有
（早期連携、発達支援セン
ター 情報会議）

・進路説明会
・合同ケース会議
・SSW等の家庭支援の充実
・個別の教育支援計画の活用
・カルテの活用方法検討会議

・事前の情報共有
（見学、学府研修会、発達支援
センター情報会議等）

・学校サポート（巡回）の充実
・小中連絡会の充実
・育成指導主事やSSW等の巡回
支援

・個別の教育支援計画の活用
・カルテの活用方法検討会議

児童生徒支援課
こども未来課（はあと）
こども若者家庭センター

児童生徒支援課
幼児教育保育課
こども未来課（はあと）
こども若者家庭センター

児童生徒支援課
こども未来課（はあと）
こども若者家庭センター

※５歳児健診、就園調査等で切れ目のない支援が必要な子供について早期発見していく。

・事前の情報共有 ・学びの連続性（教科・行事等） ・職員の交流 ・相談体制の充実等



＜家庭支援について アウトリーチ＞

どこともつながっていない児童生徒ゼロへ

【 1. 体制づくり 】
学校 ＋ 市の専門職（児童生徒支援課、こども若者家庭センター）

＋ 民間団体等

【 2. 合同アウトリーチチーム 】
※定期的な「情報共有会議」で 方針決定) 

構成メンバー ・スクールソーシャルワーカー (SSW）
・こども家庭支援員、訪問教育支援員
・学校関係者 (生徒指導、管理職など) 



＜家庭支援について アウトリーチ＞

どこともつながっていない児童生徒ゼロへ

【 3. 家庭へのアプローチ（関係性構築）】 │
※目的：学校に戻すことではなく「社会的孤立の解消」
─► [保護者へのアプローチ] ──► 否定せずに話を聞くカウンセリング

（保護者の孤立防止）
─► [プッシュ型支援] ─────► 手紙のポスティング、定期的な家庭訪問
─► [デジタル活用] ──────► チャット連絡、オンライン居場所

（メタバース空間）

【 4. 多様な受け皿（安心できる居場所）の提供 】
※学校側で「出席扱い」にするなど柔軟に対応
─► [校内] 校内居場所（校内教育支援センター）
─► [公的] 校外教育支援センター
─► [民間] 民間フリースクール



＜外国にルーツをもつ児童生徒支援について＞
支援を充実するために

サバイバル日本語：日本での旅行や生活において、「これだけ知っていれば最低限のコミュニケーションがとれ、困った状況を切り抜け
られる」という実用性重視の日本語のこと

ストラテジー教育：日本語がまだ完璧に話せなくても、持っている知識や工夫を総動員して、周りとコミュニケーションをとったり学習
を進めたりする方法を教える教育のこと

DLAとは ：その子が学校の授業についていくために、どのくらいの日本語力（ことばの力）があるかを測る評価ツール
文科省開発 「対話型アセスメントDLA」（Dialogic Language Assessment）



＜外国にルーツをもつ児童生徒支援について＞

３ 他課との連携の強化
【自治デザイン課を中心に幼保課・こ若・国際交流協会等】

支援を充実するために

・不就学０をめざした連携の継続
（早期から「学校へつなぐ」ための支援）

・第二言語で学ぶor母国語も日本語も弱い子ど
もたち等、勉強に不安を抱える外国ルーツの
子どもたちのための学校以外の学びの場の紹
介を窓口でも積極的に進める。
☆多文化共生センター“こんにちは”
☆磐田市日本語教室

・多言語による進路ガイダンスや先輩のロール
モデルに触れる機会を設ける（動画作成等）


